






























































































































































































































整形外科領域のエーザノf契£

サ

エーザ、イの整形外科用薬剤は、それぞ、れ病態に合致した

作用機序で、整形外手i何芙患に随伴する症状を改善 します。

最も主要な症状て.ある特例ii:炎川二に付してはスノレヵーム、

防害 された神経の修復にはメチコパ ーノレ、

筋緊張充進の緩解にはミオナーノレ、

病 態や症状に合わせ、お使い分け トーさい。

しびれ・痛み・まひ・肩ニりに

側 J

筋力を低下せず筋緊張を緩和する

メチニU~~I/)盟主ゐM 白書'1'~-JIl霊前%
ご使用にF草しては添付文書をご参照下さい。
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